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第一部 【企業情報】
　

第１ 【企業の概況】

　

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第18期

第３四半期連結
累計期間

第19期
第３四半期連結
累計期間

第18期
第３四半期連結
会計期間

第19期
第３四半期連結
会計期間

第18期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
10月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 (千円) 4,041,9464,772,1571,321,9141,884,7315,661,393
経常損失(△) (千円) △61,040△181,723△58,975　 △73,277　 △77,794　
四半期(当期)純損失(△)(千円) △6,620　 △423,265　 △34,326　 △65,191　 △82,111
純資産額 (千円) ― ― 2,852,5372,276,0742,795,526
総資産額 (千円) ― ― 11,698,08412,200,80913,115,387
１株当たり純資産額 (円) ― ― 145,609.15116,639.89142,905.33
１株当たり四半期
(当期)純損失金額(△)

(円) △409.68　 △21,874.17　 △1,998.26　 △3,369.07　 △4,845.21

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― －

自己資本比率 (％) ― ― 24.1 18.5 21.1
営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △123,982 489,726 ― ― △1,130,488

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 401,440△339,002 ― ― 351,588　

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △79,651　 △509,060　 ― ― 1,077,030

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 598,944　 316,862　 700,285

従業員数 (名) ― ― 37 55 53

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。 

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

　

　

４ 【従業員の状況】

(1）連結会社における状況

　 平成22年12月31日現在　

従業員数(名) 55〔2〕　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。

４　在外連結子会社では、業務を専門家に委託しているため、従業員はおりません。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在　

従業員数(名) 37〔2〕　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

　

(2）受注実績

　当第３四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同四半期比(％) 　受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

建築工事関連事業 303,862 － 341,079 －

合計 303,862 － 341,079 －

（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　
セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

不動産賃貸関連事業 1,396,438 －
建築工事関連事業 133,128 －
　報告セグメントの計 1,529,567 －
その他事業　 355,164 －

合計 1,884,731 －

　(注) １　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変化はありません。　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

  

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、一部の輸出関連企業等に回復の兆しが見られたという評価

もありますが、国内企業に向けた金融政策、経済政策とも効果的な施策は見られず、学生の就職内定率が過去最低を

記録するなど、企業のおかれる環境は、依然厳しい状況にあります。

当社グループが主たる事業とする不動産賃貸業は、年末、年度末に向けて、撤退や解約等が多くなる傾向にありま

すが、反面、新年度へ向けて進出意欲のある企業の活動が活発となり、情報量が増えてまいりました。収益への貢献

は次期以降となりますが、今はそのための準備期間という状況にあります。

　その結果、当社グループの連結業績は売上高で前年同四半期比42.6％増収の1,884,731千円、営業損失は34,063千円

（前年同四半期も営業損失4,981千円）、経常損失は73,277千円（前年同四半期も経常損失58,975千円）、四半期純損

失は65,191千円(前年同四半期も四半期純損失34,326千円)となりました。

　　

(不動産賃貸関連事業)

　不動産賃貸関連事業は、新規に取得・竣工した物件がありましたが収益貢献は次期以降となり、空き物件へのテナン

ト付けが低調なため減収の状況であり収益構造そのものは回復しておりません。

　その結果、売上高は1,396,438千円、営業損失は24,556千円となりました。 

　

(建築工事関連事業)

　建築工事関連事業は、新規受注による収益貢献は当四半期以降となり、既存受注案件による収益のみという厳しい状

況となりました。

　その結果、売上高は133,128千円、営業損失は21,293千円となりました。

　

(その他事業)

　その他事業は、札幌市の案件で家具販売取引やホテルの運営業務の受託獲得による収益貢献がありました。

　その結果、売上高は355,164千円、営業利益は22,307千円となりました。

　

(2)財政状態の分析

①資産の状況

　流動資産は前連結会計年度末に比べて12.6％減少し、2,467,714千円となりました。これは１年内回収予定の長期貸

付金が325,549千円増加した一方で、現金及び預金408,394千円、販売用不動産150,527千円、未成工事支出金127,344千

円が減少したこと等によります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べて5.4％減少し、9,733,094千円となりました。これは建物及び構築物が321,922

千円増加した一方で、土地175,073千円、長期貸付金354,957千円、敷金及び保証金223,543千円が減少したこと等によ

ります。

　この結果総資産は前連結会計年度末に比べて7.0％減少し、12,200,809千円となりました。 

　

②負債の状況

　流動負債は前連結会計年度末に比べて10.4％減少し、2,416,277千円となりました。これは１年内返済予定の長期借

入金116,996千円、１年内償還予定の社債100,000千円が減少したこと等によります。

　固定負債は前連結会計年度末に比べて1.5％減少し、7,508,457千円となりました。これは資産除去債務が255,740千

円増加した一方で、社債79,000千円、長期借入金168,700千円が減少したこと等によります。 

　この結果負債合計は前連結会計年度末に比べて3.8％減少し、9,924,734千円となりました。 

　

③純資産の状況

　純資産合計は前連結会計年度末に比べて18.6％減少し、2,276,074千円となりました。これは利益剰余金が423,265千

円減少したこと等によります。　　　

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

 5/27



　(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による増加217,612

千円がありましたが、投資活動による減少141,942千円、財務活動による減少174,882千円があり、当第３四半期連結会

計期間末残高は316,862千円となりました。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

ぞれの要因は次のとおりであります。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの

要因は次のとおりであり、いずれも第３四半期連結会計期間ベースで記載しております。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)　

営業活動の結果、増加した資金は217,612千円であり、前年同四半期と比べ278,140千円の増加となりました。これは

主に減価償却費84,468千円、たな卸資産の増減額106,005千円、仕入債務の増減額112,548千円、敷金及び保証金の増減

額183,176千円等の増加があった一方で、売上債権の増減額158,143千円、預り敷金及び保証金の増減額128,234千円等

の減少があったことによるものであります。　

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)　

投資活動の結果、減少した資金は141,942千円であり、前年同四半期と比べ107,465千円の減少となりました。これは

主に有形固定資産の取得による支出305,531千円があった一方で、有形固定資産の売却による収入160,000千円があっ

たことによるものであります。　

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)　

財務活動の結果、減少した資金は174,882千円であり、前年同四半期と比べ406,165千円の減少となりました。これは

主に長期借入金の返済による支出93,518千円、匿名組合出資金の分配による支出99,500千円等があったことによるも

のであります。　

　　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。
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第３ 【設備の状況】

　

(1）主要な設備の状況

1.提出会社

　　当第３四半期連結会計期間において、以下の物件を譲渡しております。　

物件名

（所在地）

セグメント
の名称　

設備の内容　

帳簿価額(千円)　
従業員数
（名）

建物及び

構築物　

土地

(面積㎡)　
合計

立野４駐車場

(東京都東大和市)　

不動産賃貸

関連事業　
賃貸駐車場 －

188,000

(1,031)　
188,000－　

　

2.国内子会社

　　当第３四半期連結会計期間において主要な設備に重要な異動はありません。

　

3.在外子会社

　当第３四半期連結会計期間において次の主要な設備を取得しております。

会社名
物件名

（所在地）

セグメント
の名称　

設備の
内容　

帳簿価額(千円)　
従業員数
（名）

建物及び

構築物　

土地

 (面積㎡)
合計

Clay

 Street

Capital,

Inc.　

ノースメインビル

(米国ニューメキシコ州

ラスクルーセス市)　

不動産賃貸

関連事業　

賃貸

事務所
45,472　

25,146

(2,350)　
70,618　－　

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画していた重要な設備の新設の内、以下の設備

が竣工しております。除却等については重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改

修、除却、売却等の計画はありません。  

物件名

（所在地）

セグメント
の名称　

設備の内容　

帳簿価額(千円)　
従業員数
（名）

建物及び

構築物　

土地

(面積㎡)　
合計

宮寺６号店舗

(埼玉県入間市)　

不動産賃貸

関連事業　
賃貸店舗 76,878　－　 76,878　－　

瑞穂２号倉庫

(東京都西多摩郡瑞穂町)　

不動産賃貸

関連事業　
賃貸倉庫 257,879－　 257,879　－　
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第４ 【提出会社の状況】

　

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　
種類 発行可能株式総数(株)
普通株式 56,900
計 56,900

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末現在
 発行数(株)

(平成22年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成 23年２月14日)

 上場金融商品取引所名又は
 登録認可金融商品取引業
 協会名

内容

普通株式 19,350 19,350
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(グロース）　

単元株制度を採用
しておりません。

　
計 19,350 19,350 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。.

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

─ 19,350 ─ 794,176 ─ 757,116

　

(6) 【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成22年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

　 平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容
無議決権株式 ― ― ―
議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―
議決権制限株式(その他) ― ― ―
完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―
完全議決権株式(その他) 普通株式　 19,350 19,350 ―
単元未満株式 ― ― ―
発行済株式総数 19,350 ― ―
総株主の議決権 ― 19,350 ―
　

② 【自己株式等】

　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―
計 ― ― ― ― ―
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
4月

　
5月

　
6月

　
7月

　
8月

　
9月

　
10月

　
11月

　
12月

最高(円) 55,50052,00051,00049,05046,50047,50047,50042,00043,400
最低(円) 47,50044,85045,00041,30040,50042,50040,00038,10037,200

(注)　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（グロース）におけるものであり、それ以

前は大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

　

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成

21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結会計期間

(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31

日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 406,950 815,345

受取手形及び売掛金 273,330 135,259

有価証券 12,532 17,270

商品及び製品 － 4

販売用不動産 1,077,209 1,227,736

未成工事支出金 － 127,344

原材料及び貯蔵品 3,499 302

繰延税金資産 16,774 16,774

1年内回収予定の長期貸付金 325,549 －

その他 382,397 493,474

貸倒引当金 △30,529 △11,125

流動資産合計 2,467,714 2,822,387

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 4,211,020

※1
 3,889,097

土地 1,937,012 2,112,086

リース資産（純額） ※1
 8,010 －

建設仮勘定 4,244 47,244

その他（純額） ※1
 6,430

※1
 7,939

有形固定資産合計 6,166,717 6,056,367

無形固定資産

借地権 390,652 410,585

のれん 67,538 93,890

その他 4,613 5,858

無形固定資産合計 462,805 510,334

投資その他の資産

投資有価証券 32,376 38,067

長期貸付金 516 355,474

繰延税金資産 56,650 61,879

敷金及び保証金 2,599,657 2,823,201

投資不動産 58,337 64,100

その他 385,495 399,734

貸倒引当金 △29,461 △16,160

投資その他の資産合計 3,103,572 3,726,297

固定資産合計 9,733,094 10,292,999

資産合計 12,200,809 13,115,387
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 165,465 232,996

短期借入金 506,935 425,189

1年内返済予定の長期借入金 1,057,912 1,174,908

1年内償還予定の社債 98,000 198,000

未払法人税等 9,235 4,878

賞与引当金 1,266 29,680

リース債務 1,843 －

その他 575,619 629,819

流動負債合計 2,416,277 2,695,473

固定負債

社債 458,000 537,000

長期借入金 2,571,161 2,739,862

長期預り敷金保証金 2,932,491 2,921,418

リース債務 6,576 －

資産除去債務 255,740 －

その他 1,284,486 1,426,106

固定負債合計 7,508,457 7,624,387

負債合計 9,924,734 10,319,861

純資産の部

株主資本

資本金 794,176 794,176

資本剰余金 757,116 757,116

利益剰余金 1,032,206 1,455,471

株主資本合計 2,583,500 3,006,765

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △769 △818

為替換算調整勘定 △325,748 △240,728

評価・換算差額等合計 △326,518 △241,547

少数株主持分 19,092 30,308

純資産合計 2,276,074 2,795,526

負債純資産合計 12,200,809 13,115,387
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 4,041,946 4,772,157

売上原価 3,441,014 4,113,963

売上総利益 600,931 658,193

販売費及び一般管理費 ※1
 559,741

※1
 706,188

営業利益又は営業損失（△） 41,190 △47,994

営業外収益

受取利息 11,606 11,471

受取配当金 691 643

有価証券利息 433 52

有価証券評価益 9,873 －

違約金収入 35,587 3,225

その他 13,037 15,095

営業外収益合計 71,231 30,487

営業外費用

支払利息 157,476 146,617

新株発行費償却 10,964 －

投資有価証券評価損 － 8,709

持分法による投資損失 2,085 1,880

その他 2,935 7,007

営業外費用合計 173,462 164,216

経常損失（△） △61,040 △181,723

特別利益

前期損益修正益 － 1,325

固定資産売却益 838 －

受取和解金 6,500 －

その他 1,550 1,454

特別利益合計 8,889 2,779

特別損失

固定資産売却損 － 28,000

固定資産除却損 431 216

減損損失 － 12,887

事業撤退損 － 39,523

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 104,409

特別損失合計 431 185,037

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純損失
（△）

－ △363,982

匿名組合損益分配額 － 58,407

税金等調整前四半期純損失（△） △52,582 △422,390

法人税等 ※2
 △45,961

※2
 12,090

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △434,480

少数株主損失（△） － △11,215

四半期純損失（△） △6,620 △423,265
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 1,321,914 1,884,731

売上原価 1,135,734 1,676,287

売上総利益 186,179 208,443

販売費及び一般管理費 ※1
 191,161

※1
 242,506

営業損失（△） △4,981 △34,063

営業外収益

受取利息 3,806 3,485

受取配当金 241 210

有価証券利息 399 17

有価証券評価益 1,889 314

違約金収入 1,720 －

その他 1,150 4,580

営業外収益合計 9,207 8,608

営業外費用

支払利息 48,894 47,509

新株発行費償却 10,964 －

持分法による投資損失 588 312

その他 2,753 －

営業外費用合計 63,200 47,822

経常損失（△） △58,975 △73,277

特別利益

賞与引当金戻入額 20,543 28,783

その他 505 463

特別利益合計 21,048 29,247

特別損失

固定資産売却損 － 28,000

固定資産除却損 351 －

特別損失合計 351 28,000

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純損失
（△）

－ △72,029

匿名組合損益分配額 － △12,846

税金等調整前四半期純損失（△） △38,278 △59,183

法人税等 ※2
 △3,952

※2
 6,186

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △65,369

少数株主損失（△） － △178

四半期純損失（△） △34,326 △65,191

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

15/27



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △52,582 △422,390

減価償却費 250,462 245,373

引当金の増減額（△は減少） △13,878 4,291

受取利息及び受取配当金 △12,732 △12,166

匿名組合投資損益（△は益） － 58,407

支払利息 157,476 146,617

新株発行費償却 10,964 －

固定資産売却損益（△は益） △838 28,000

減損損失 － 12,887

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 104,409

売上債権の増減額（△は増加） － △107,830

たな卸資産の増減額（△は増加） △68,403 274,679

前渡金の増減額（△は増加） △163,540 105,000

仕入債務の増減額（△は減少） △5,219 △83,052

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △32,156 225,031

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △147,579 1,446

未収消費税等の増減額（△は増加） 49,981 29,972

その他 △9,543 9,689

小計 △37,589 620,367

利息及び配当金の受取額 10,688 9,501

利息の支払額 △144,237 △132,139

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 47,156 △8,002

営業活動によるキャッシュ・フロー △123,982 489,726

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △16

投資有価証券の売却による収入 － 537

投資有価証券の償還による収入 3,811 －

有形固定資産の取得による支出 △71,383 △554,054

有形固定資産の売却による収入 459,001 160,000

貸付けによる支出 － △1,100

貸付金の回収による収入 3,236 34,020

その他 6,774 21,610

投資活動によるキャッシュ・フロー 401,440 △339,002

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 233,500 81,745

長期借入れによる収入 200,000 130,000

長期借入金の返済による支出 △674,540 △320,222

社債の償還による支出 △79,000 △179,000

株式の発行による収入 240,389 －

匿名組合出資者からの払込みによる収入 － 14,000

匿名組合出資金の分配による支出 － △179,277

匿名組合出資者への配当金の支払額 － △56,306

財務活動によるキャッシュ・フロー △79,651 △509,060

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,767 △25,085

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 194,039 △383,422

現金及び現金同等物の期首残高 404,905 700,285

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 598,944

※1
 316,862
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【継続企業の前提に関する事項】

　　当第３四半期連結会計期間(自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日) 

  該当事項はありません。 

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１　会計処理基準に関する事項の変更

　　資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。

　　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失は11,241千円増加し、税金等調整前四半期純損失

は115,651千円増加しております。また当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は228,088千円であ

ります。　

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　　（四半期連結損益計算書関係）

   「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第３四半期連結累計期間では「少数株主損益調整前四半期純損失(△)」の科目を表示しております。

　

　　（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  　前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

ました「売上債権の増減額(△は増加)」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記するこ

ととしました。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる

「売上債権の増減額(△は増加)」は△13,749千円であります。

　　
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　　（四半期連結損益計算書関係）

   「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第３四半期連結会計期間では「少数株主損益調整前四半期純損失(△)」の科目を表示しております。　　  　

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１　税金費用の計算

　当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

　 　
※１ 建物及び構築物の減価償却累計額 2,668,317千円

　 リース資産の減価償却累計額 146千円

　 その他の減価償却累計額 11,729千円

※１ 建物及び構築物の減価償却累計額 2,472,505千円

　 その他の減価償却累計額 9,657千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　 　
※１　販売費及び一般管理費の内訳 ※１　販売費及び一般管理費の内訳

貸倒引当金繰入額 3,414千円

役員報酬 91,456千円

給料 170,040千円

賞与 22,125千円

賞与引当金繰入額 10,707千円

退職給付費用 15,178千円

福利厚生費 30,856千円

賃借料 42,305千円

減価償却費 6,887千円

支払報酬 42,425千円

支払手数料 38,161千円

のれん償却額 14,108千円

その他 72,074千円

貸倒引当金繰入額 32,705千円

役員報酬 114,485千円

給料 213,313千円

賞与 3,850千円

賞与引当金繰入額 1,266千円

退職給付費用 15,739千円

福利厚生費 35,956千円

賃借料 48,624千円

減価償却費 7,643千円

支払報酬 34,667千円

支払手数料 47,845千円

のれん償却額 25,894千円

その他 124,196千円

※２ 法人税等の表示方法

　　 「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整

額」、「法人税等還付税額」を「法人税等」として一

括掲記しております。

※２ 法人税等の表示方法

　　 「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」

を「法人税等」として一括掲記しております。

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　 　
※１　販売費及び一般管理費の内訳 ※１　販売費及び一般管理費の内訳

貸倒引当金繰入額 625千円

役員報酬 30,949千円

給料 54,026千円

賞与 22,125千円

退職給付費用 4,394千円

福利厚生費 9,786千円

賃借料 14,096千円

減価償却費 2,382千円

支払報酬 14,071千円

支払手数料 9,941千円

のれん償却額 4,598千円

その他 24,162千円

貸倒引当金繰入額 23,971千円

役員報酬 33,897千円

給料 70,802千円

賞与 2,720千円

退職給付費用 4,307千円

福利厚生費 9,837千円

賃借料 16,832千円

減価償却費 2,705千円

支払報酬 10,304千円

支払手数料 16,502千円

のれん償却額 8,433千円

その他 42,192千円

※２ 法人税等の表示方法

     「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整

額」を「法人税等」として一括掲記しております。

※２ 法人税等の表示方法

     同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 699,004千円

預入期間が３か月超の定期預金及び

定期積金
△100,059千円

現金及び現金同等物 598,944千円
　

現金及び預金勘定 406,950千円

預入期間が３か月超の定期預金及び

定期積金
△90,087千円

現金及び現金同等物 316,862千円
　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年

12月31日)

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　１９，３５０株

　　

２　自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

　該当事項はありません。

　

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　全セグメント売上高の合計、営業損失の合計額に占める不動産賃貸関連事業の割合がいずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。
　　

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　全セグメント売上高の合計、営業利益の合計額に占める不動産賃貸関連事業の割合がいずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。　

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)
　

　
日本
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　
(1）外部顧客に対する売上高 1,251,81070,1031,321,914 ─ 1,321,914
(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 ─ ─ ─ ─ ─

計 1,251,81070,1031,321,914 ─ 1,321,914
営業利益又は営業損失(△) 2,411 7,571 9,982 (14,964) △4,981

(注) 　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
　

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
日本
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　
(1）外部顧客に対する売上高 3,808,006233,9404,041,946 ─ 4,041,946
(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 ─ ─ ─ ─ ─

計 3,808,006233,9404,041,946 ─ 4,041,946
営業利益 47,15942,23189,391 (48,200) 41,190

(注) 　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　
　 　 米国 計

Ⅰ　海外売上高 (千円) 70,103 70,103
Ⅱ　連結売上高 (千円) 　 1,321,914
Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 (％) 5.3 5.3

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
　 　 米国 計

Ⅰ　海外売上高 (千円) 233,940 233,940
Ⅱ　連結売上高 (千円) 　 4,041,946
Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 (％) 5.8 5.8

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日)及び当第３四半期連結会計期間（自平成

22年10月１日　至平成22年12月31日） 

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、国内及び米国において不動産賃貸業を中心とした事業を展開しております。各法人はそれぞれ独

立した経営単位で事業活動をしております。これにより、グループ内の事業セグメント「不動産賃貸関連事業」

「建築工事関連事業」を報告セグメントとしております。　

　「不動産賃貸関連事業」は不動産賃貸業、仲介業務、不動産管理・コンサルタント業務等不動産に関連する事業を

行っております。

　「建築工事関連事業」は建築・土木工事に関する業務を行っております。
　
２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日) 
　(単位：千円）

　

報告セグメント
その他

(注)1　
合計　 調整額　

四半期連結
損益計算書
計上額　

不動産賃貸
関連　

建築工事

関連　
計　

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 4,114,376284,8724,399,249372,9084,722,157－ 4,772,157

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 46,34046,340 － 46,340△46,340 －

計 4,114,376331,2124,445,589372,9084,818,497△46,3404,772,157

セグメント利益
又は損失（△）

101,025△65,62135,4037,850 43,253△91,248△47,994

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、プール事業や家具事業を含ん
でおります。

２　セグメント利益又は損失(△）の調整額△91,248千円には、セグメント間取引消去△46,340千円、各報告
セグメントに配分していない全社費用△44,908千円が含まれております。全社費用は主に管理部門に係
る人件費及び経費であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　
　　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日) 
　(単位：千円）

　
報告セグメント

その他

(注)1　
合計　 調整額　

四半期連結
損益計算書
計上額　

不動産賃貸
関連

建築工事
関連　

計　

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,396,438133,1281,529,567355,1641,884,731－ 1,884,731

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 1,396,438133,1281,529,567355,1641,884,731－ 1,884,731

セグメント利益
又は損失（△）

△24,556△21,293△45,85022,307△23,543△10,519△34,063

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、プール事業や家具事業を含ん
でおります。

２　セグメント利益又は損失(△）の調整額△10,519千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で
あります。全社費用は主に管理部門に係る人件費及び経費であります。

３　セグメント利益又は損失(△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　
　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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(金融商品関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

　記載すべき事項はありません。　

　　

(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

　記載すべき事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

　記載すべき事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）　

　記載すべき事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）　

　記載すべき事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

　記載すべき事項はありません。

　　

(賃貸等不動産関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

　記載すべき事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

　

116,639円 89銭
　

　

142,905円 33銭
　

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額(千円) 2,276,074　 2,795,526
純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 19,092 30,308
（うち少数株主持分）　 (19,092) (30,308)
普通株式に係る四半期末(期末)純資産額(千円) 2,256,981 2,765,218
１株当たり純資産額の算定に用いられた
四半期末(期末)の普通株式数(株)

19,350 19,350

　

２　１株当たり四半期純損失金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 409円68銭 １株当たり四半期純損失金額 21,874円17銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 6,620 423,265
普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─
普通株式に係る四半期純損失(千円) 6,620 423,265
普通株式の期中平均株式数(株) 16,161 19,350

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 1,998円26銭 １株当たり四半期純損失金額 3,369円7銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 34,326 65,191
普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─
普通株式に係る四半期純損失(千円) 34,326 65,191
普通株式の期中平均株式数(株) 17,178 19,350
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

　記載すべき事項はありません。

　

(リース取引関係)

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）　

　記載すべき事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
　

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

株式会社ロジコム

取締役会　御中

　

アスカ監査法人

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 福　島　正　己　　　印

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 田　中　優　一　　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ロジコムの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ロジコム及び連結子会社の

平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結

累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成23年２月10日

株式会社ロジコム

取締役会　御中

　

アスカ監査法人

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 福　島　正　己　　　印

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 田　中　優　一　　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ロジコムの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ロジコム及び連結子会社の

平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結

累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は

当第1四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」を適用して四半期連結財務諸表を作

成している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。　

以　上

　

　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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